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➢ESD 推進ネットワークのハブ機能を担う ESD 活動支援センターを運営し、
①情報共有機能、②ESD活動に関する各種相談対応や連携促進等の支援
機能、③ネットワークの形成及び学びあいの促進機能、④人材育成機
能の４つの機能の発揮を追求することにより、ESD の全国的な展開、支
援体制の充実、様々な主体による ESD 活動の高度化と多様な連携を推進。

➢本ネットワークにより全国で等しく ESD 実践のための支援を受けられる

体制を維持するとともに、ネットワークの拡大を受けてテーマ別の学び
あいの仕組みを導入し、ESD 活動の高度化を図る。

➢さらに、多様な主体が参画する本ネットワークの特性を踏まえ、ネット
ワークを拡大しつつ重層化を進める。



北海道：気候教育の確立・普及に向けた情報共有・対話促進

東北：地域の素材から考える「ESD/SDGs 教育の可能性」

関東：自然体験を通じて、生活に関わる SDGsを学ぶ

中部：ローカル SDGsのためESDの社会実装

近畿：脱炭素型ライフスタルを促すESD学習プログラムの向上

中国：脱炭素社会の実現に向けた学校エネルギーマジメント

四国：消費者教育の推進と社会変容～ジェンダー視点

エネルギシフトの視点～

九州：SDGsを活用した中学校でのキャリア教育支援
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２．教育の質の向上

• 学習指導要領の改訂

• 教育環境の整備

• 社会教育の充実

• 家庭教育力の向上等

１．地域課題の解決

• 過疎化・少子高齢化

• 環境問題、文化の継承

• 防災・減災・復興

• 地域・産業振興
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